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洲崎-大房岬 1.1 A.P.+3.4 (T.P.+2.3) 0.6 A.P.+2.9 (T.P.+1.8)
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１ 計画高潮位について

振り返り：計画高潮位の比較（第２回検討会資料より抜粋）
※「新伊勢湾台風級外力」による算定結果の方が値が大きい。

【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】



３

１ 計画高潮位について

振り返り：計画高潮位の現行計画との比較（第２回検討会資料より抜粋）

【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】
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洲崎-大房岬 1.1 A.P.+3.0 洲崎-大房岬 1.1 A.P.+3.4 (T.P.+2.3) 0.4

大房岬-南無谷崎 1.4 A.P.+3.3 大房岬-南無谷崎 1.4 A.P.+3.7 (T.P.+2.6) 0.4

南無谷崎-保田川 1.2 A.P.+3.5 (T.P.+2.4) 0.5

保田川-湊川 1.5 A.P.+3.8 (T.P.+2.7) 0.8

湊川-富津岬 1.3 A.P.+3.2 湊川-富津岬 1.8 A.P.+4.1 (T.P.+3.0) 0.9

富津岬-小糸川 1.7 A.P.+3.8 富津岬-小糸川 1.7 A.P.+4.2 (T.P.+3.1) 0.4

小糸川-椎津川 2 A.P.+4.1 小糸川-椎津川 2.4 A.P.+4.9 (T.P.+3.8) 0.8

椎津川-養老川 2.2 A.P.+4.3 椎津川-養老川 2.9 A.P.+5.4 (T.P.+4.3) 1.1

養老川-村田川 2.6 A.P.+4.7 養老川-村田川 3.6 A.P.+6.1 (T.P.+5.0) 1.4

村田川-印旛放水路 2.9 A.P.+5.0 村田川-印旛放水路 3.7 A.P.+6.2 (T.P.+5.1) 1.2

印旛放水路-菊田川 3.7 A.P.+6.2 (T.P.+5.1) 0.8

菊田川-江戸川放水路 3.9 A.P.+6.4 (T.P.+5.3) 1.0

江戸川放水路-猫実川 3.6 A.P.+6.1 (T.P.+5.0) 0.7

猫実川-都県界 3 A.P.+5.1 猫実川-都県界 3.1 A.P.+5.6 (T.P.+4.5) 0.5

計画高潮位

②-①

(m)

A.P.+1.9

0.4

A.P.+2.1A.P.+2.1

内房

内湾

印旛放水路-猫実川 3.3 A.P.+5.4

A.P.+3.0

エリア 計画高潮位

(m)

本検討（新伊勢湾級台風外力）②

計画高潮位

(m)

現行計画①

1.1南無谷崎-湊川
A.P.+1.9

※3.6 ※A.P.+5.7※最奥部
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２ 高潮・波浪に関する防護高

防護高の算定について

※今回提示する防護高の目安は一例である。

施設の防護高は、施設整備の際に詳細検討した施設の構造や

設置位置等を踏まえて、各海岸管理者にて再度検証が必要。

出典：海岸保全施設の技術上の基準・同解説（平成30年8月）

↓ 下記、ⅰ）、ⅱ）により算定

計画天端高【高潮・波浪】＝朔望平均満潮位＋高潮偏差＋打上高・対越流必要高＋余裕高



２ 高潮・波浪に関する防護高

防護高の算定について

＜本検討＞

・気候変動を定量的に見込む。（海面上昇量、台風強大化）

・シミュレーション精度が向上。（メッシュサイズ＝波浪：30ｍ、高潮：10ｍ）

・気候変動の上振れリスクや計算の若干の不確実性を考慮。

余裕高を0.3ｍに設定

５

計画天端高【高潮・波浪】＝朔望平均満潮位＋高潮偏差＋打上高・対越流必要高＋余裕高
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・うちあげ高：砕波点からうちあげ高までの海浜地形と同等の断面積を示す仮想勾配を設定し、
仮想勾配を遡上する波の到達点の高さ（うちあげ高）を評価し、うちあげ高を必要
天端高とする。 

・越波流量 ：天端から背後地へ流入する水量を評価し、許容越波流量以下となる天端高を必要
天端高とする。

直立護岸における
越波流量算定図による越波流量の算定イメージ

新計画高潮位

現計画高潮位

越波流量

２ 高潮・波浪に関する防護高

必要天端高の算定概要

６

新計画高潮位

緩傾斜護岸における
改良仮想勾配法による波のうちあげ高の算定イメージ

現計画高潮位

うちあげ高



２ 高潮・波浪に関する防護高

７

必要な防護高さ

（B）のイメージ
・面的防護（人工リーフ整備、養浜等）により、必要な防護高さを低減

（A）のイメージ
・現施設の構造形式のままで嵩上げ

出典：気候変動を踏まえた海岸保全のあり方（参考資料）に一部加筆

必要な防護高さ

【計算条件】

・２１００年の施設状況は未定のため、現
施設の構造形式のままで、気候変動後
の防護高さの目安を算定（下図A）

大

小

【防護高さについて】

・個々の施設整備の段階で現地状況に適し
た整備を進めていく

・複数の施設による面的防護により防護高さ
を見直すことも可能（下図B）

今回の計算条件と防護高さの考え方の例

出典：気候変動を踏まえた海岸保全のあり方（参考資料）に一部加筆



２ 高潮・波浪に関する防護高

８

【内湾地域の必要天端高の検討海岸】
・以下に示す1１地点で算定

所 管
●：国交省水管理・国土保全局
●：国交省港湾局
●：農水省水産庁

地域海岸①

地域海岸②

富津岬

至
洲崎



【内房地域の必要天端高の検討海岸】
・以下に示す14地点で算定

富
津
岬

洲崎
地域海岸③

地域海岸④
地域海岸⑤

地域海岸⑦

地域海岸⑥

所 管
●：国交省水管理・国土保全局
●：国交省港湾局
●：農水省水産庁

２ 高潮・波浪に関する防護高

９



２ 高潮・波浪に関する防護高

算定結果（地区海岸毎）

１０

※下表は各海岸で最大となる外力による計画天端高の幅を表す

※数値は精査中であり、一部変更となる可能性があります【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

地域海岸
計画天端高 （算定地点）

【 単位 ： ｍ 】 算定地点

①浦安市～袖ケ浦市 A.P.+5.2～A.P.+10.6
（T.P.+4.1～T.P.+9.5）

袖ケ浦海岸奈良輪地区
八幡・姉崎海岸五井・姉崎地区
千葉港海岸中央地区
千葉港海岸習志野地区
千葉港海岸船橋地区
市川海岸   浦安海岸
千葉港海岸検見川地区

②木更津市～富津市富津岬 A.P.+5.2～A.P.+6.1
（T.P.+4.1～T.P.+5.0)

木更津海岸君津地区
木更津海岸木更津地区
富津漁港海岸富津地区

③富津市富津岬～富津市金谷 A.P.+5.6～A.P.+8.7
（T.P.+4.5～T.P.+7.6）

上総湊港海岸湊地区
大貫漁港海岸
富津海岸南富津地区

④富津市金谷～西ヶ崎（鋸南町） A.P.+7.0～A.P.+8.6
（T.P.+5.9～T.P.+7.5）

保田海岸本郷地区
勝山漁港海岸
金谷漁港海岸

⑤西ヶ崎～大房岬（南房総市） A.P.+6.3～A.P.+7.7
（T.P.+5.2～T.P.+6.6）

富浦海岸坂本地区
富浦海岸新宿地区
富浦海岸岩井地区

⑥大房岬～館山航空基地 A.P.+5.3～A.P.+6.5
（T.P.+4.2～T.P.+5.4）

館山港海岸館山地区
館山海岸那古地区
船形漁港海岸

⑦館山市大賀～館山市洲崎 A.P.+5.7～A.P.+6.8
（T.P.+4.6～T.P.+5.7）

館山海岸大賀地区
館山海岸西岬地区



【断面】

地域海岸① 浦安海岸：新伊勢湾台風級外力の越波流量による算定結果を採用する。

２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸①

１１

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

浦安海岸 直立護岸
A.P.+8.2m
(T.P.＋7.1ｍ)

A.P.+8.7m
(T.P.+7.6m)

浦安市

【検討断面位置】

計画高潮位（新伊勢湾）
A.P.+5.6m

現計画高潮位
A.P.+5.1m

計画高潮位（50年確率）
A.P.+3.9m

【検討地形】

11

※計画天端高＝ 計画高潮位
＋対越流必要高
＋余裕高（0.3m）

【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+8.2m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸①

１２

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

市川海岸 緩傾斜護岸
A.P.+7.2m
(T.P.+6.1m)

A.P.+8.0m
(T.P.+6.9m)

【検討断面位置】

市川市

【断面】

地域海岸① 市川海岸：新伊勢湾台風級外力のうちあげ高による算定結果を採用する。

計画高潮位（新伊勢湾）
A.P.+6.1m

現計画高潮位
A.P.+5.4m

計画高潮位（50年確率）
A.P.+3.9m

【検討地形】

※計画天端高＝ 計画高潮位
＋打上高
＋余裕高（0.3m）

【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+7.2m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸①

１３

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

千葉港海岸
船橋地区

直立護岸
A.P.+8.0m
(T.P.+6.9m)

A.P.+9.1m
(T.P.+8.0m)

【検討断面位置】【断面】

船橋市

地域海岸① 千葉港海岸船橋地区：新伊勢湾台風級外力の越波流量による算定結果を採用する。

13

※計画天端高＝ 計画高潮位
＋対越流必要高
＋余裕高（0.3m）

【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+8.0m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸①

１４

【検討断面位置】【断面】

習志野市

地域海岸① 千葉港海岸習志野地区：設置位置が内陸のため波浪による影響を受けない。

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

千葉港海岸
習志野地区

直立護岸
A.P.+5.6m
(T.P.+4.5m)

A.P.+6.5m
(T.P.+5.4m)

【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+5.6m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸①

１５

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

千葉港海岸
検見川地区

直立護岸
（パラペット後退型）

A.P.+7.5m
(T.P.+6.4m)

A.P.+10.6m
(T.P.+9.5m)

【検討断面位置】【断面】

地域海岸① 千葉港海岸検見川地区：新伊勢湾台風級外力の越波流量による算定結果を採用する。

千葉市

【検討地形】

15

※計画天端高＝ 計画高潮位＋対越流必要高＋余裕高（0.3m）【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+7.5m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸①

１６

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

千葉港海岸
中央地区

直立胸壁
A.P.+5.5m
（T.P.+4.4m)

A.P.+6.5m
(T.P.+5.4m)

【検討断面位置】【断面】

現計画高潮位
A.P.+5.0m

1. 計画高潮位(50年確率)
A.P.+4.2m

計画高潮位(新伊勢湾)
A.P.+6.2m

千葉市

地域海岸① 千葉港海岸中央地区：設置位置が内陸のため波浪による影響を受けない。

※計画天端高＝計画高潮位＋余裕高（0.3m）【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+5.5m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸①

１７

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

八幡姉崎海岸
五井・姉崎地区

直立護岸
A.P.+4.5m
(T.P.+3.4m)

A.P.+5.7m
(T.P.+4.6m)

【検討断面位置】【断面】

地域海岸① 八幡姉崎海岸五井・姉崎地区：設置位置が内陸のため波浪による影響を受けない。

市原市

現計画高潮位
A.P.+4.3m

計画高潮位(50年確率)
A.P.+3.8m

計画高潮位(新伊勢湾)
A.P.+5.4m

※計画天端高＝計画高潮位＋余裕高（0.3m）【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+4.5m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸①

１８

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

袖ケ浦海岸
奈良輪地区

直立護岸
A.P.+5.4m
(T.P.+4.3m)

A.P.+5.2m
(T.P.+4.1m)

【検討断面位置】【断面】

地域海岸① 袖ケ浦海岸奈良輪地区：設置位置が内陸のため波浪による影響を受けない。

袖ケ浦市
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※計画天端高＝計画高潮位＋余裕高（0.3m）【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+5.4m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸②

１９

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

木更津港海岸
木更津地区

堤防
A.P.+4.6m
(T.P.+3.5m)

A.P.+5.2m
（T.P.+4.1m）

【検討断面位置】【断面】

木更津市

地域海岸② 木更津港海岸木更津地区：設置位置が内陸のため波浪による影響を受けない。

※計画天端高＝計画高潮位＋余裕高（0.3m）【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+4.6m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸②

２０

【断面】

地域海岸② 富津漁港海岸富津地区：新伊勢湾台風級外力の越波流量による算定結果を採用する。

【検討断面位置】

富津市
【検討地形】

富津市

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

富津漁港海岸
富津地区

直立護岸
A.P.+4.2m
（T.P.+3.1m）

A.P.+6.1m
（T.P.+5.0m)

※計画天端高＝ 計画高潮位＋対越流必要高＋余裕高（0.3m）【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+4.2m
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２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸③

２１

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

富津海岸
南富津地区

直立護岸
A.P.+4.8m
（T.P.+3.7m)

A.P.+8.7m
（T.P.+7.6m)

【断面】

地域海岸③ 富津海岸（南富津地区）：新伊勢湾台風級外力の越波流量による算定結果を採用する。

【検討断面位置】

【検討地形】

富津市

現計画高潮位
A.P.+3.6m

計画高潮位(50年確率)
A.P.+3.2m

計画高潮位(新伊勢湾)
A.P.+4.1m

※計画天端高＝ 計画高潮位＋対越流必要高＋余裕高（0.3m）【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+4.8m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸④

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

勝山漁港海岸 階段式護岸
A.P.+5.2m
（T.P.+4.1m)

A.P.+8.6m
（T.P.+7.5m)

【断面】

地域海岸④ 勝山漁港海岸：新伊勢湾台風級外力のうちあげ高による算定結果を採用する。

【検討断面位置】

【検討地形】

鋸南町
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２２

※計画天端高＝ 計画高潮位＋打上高＋余裕高（0.3m）
【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+5.2m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸⑤

２３

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

富浦海岸
新宿地区

直立護岸
A.P.+6.1m
（T.P.+5.0m)

A.P.+7.7m
（T.P.+6.6m)

【断面】

地域海岸⑤ 富浦海岸新宿地区：50年確率外力の越波流量による算定結果を採用する。

【検討断面位置】

【検討地形】

南房総市

23

※計画天端高＝ 計画高潮位＋対越流必要高＋余裕高（0.3m）【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+6.1m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸⑥

２４

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

船形漁港海岸 階段式護岸
A.P.+5.2m
（T.P.+4.1m)

A.P.+6.5m
（T.P.+5.4m)

【断面】

地域海岸⑥ 船形漁港海岸：新伊勢湾台風級外力の越波流量による算定結果を採用する。

【検討断面位置】

【検討地形】

館山市
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※計画天端高＝ 計画高潮位＋対越流必要高＋余裕高（0.3m）【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+5.2m



２ 高潮・波浪に関する防護高 地域海岸⑦

２５

海岸名 護岸形式 現施設高さ 計画天端高

館山海岸
西岬地区

階段式護岸
A.P.+4.7m
（T.P.+3.6m)

A.P.+6.4m
（T.P.+5.3m)

【断面】

地域海岸⑦ 館山海岸西岬地区：新伊勢湾台風級外力の越波流量による算定結果を採用する。

【検討断面位置】

【検討地形】

館山市

※計画天端高＝ 計画高潮位＋対越流必要高＋余裕高（0.3m）【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

現施設高さ
A.P.+4.7m



設計津波の水位

余裕高

打上高・対越流必要高

高潮偏差

朔望平均
満潮位

潮位基準面

海底地盤

潮位

高潮による
水位上昇分

来襲波浪成分

護岸等

計 画
高潮位

※１

※１ ： 事業実施の際には、必要に応じて個別海岸ごとに算出し検証する

法先地盤高

○津波からの防護

○高潮・波浪からの防護

計画天端高【高潮・波浪】（算定地点）※２

計画高潮位

○海岸保全施設等の高さの目安（案）
「設計津波の水位」と「高潮・波浪から防護する施設の高さ」
との位置関係により、以下(A)～ (C)の通り「海岸保全施設等の高さの目安」
を設定する。

現況堤防

３ 高潮・波浪と津波に対する防護高の目安

２６

設計津波の水位(A) 高さの
目安(B)

高さの
目安(C)

高さの目安(A)

⇒ 「海岸保全施設等の高さの目安」 設定
設定方法(A)：
「設計津波の水位」が
「高潮・波浪から防護する施設の高さ」より高い場合は、
「設計津波の水位」とする。
設定方法(B)：
「設計津波の水位」が
「高潮・波浪から防護する施設の高さ」の範囲内の場合は、
「設計津波の水位」～「高潮・波浪からの計画天端高（算定地点）※２」とする。
設定方法(C)：
「設計津波の水位」が
「高潮・波浪から防護する施設の高さ」より低いの場合は、
「高潮・波浪から防護する施設の高さ」とする。

「高潮・波浪から防護する施設の高さ」：
「計画高潮位＋余裕高」～「計画天端高【高潮・波浪】（算定地点）※２」

設計津波の水位 (B)

設計津波の水位 (C)

※２ ： 地域海岸における最大値

高潮・波浪から
防護する施設の高さ

計画天端高【高潮・波浪】＝朔望平均満潮位＋高潮偏差＋打上高・対越流必要高＋余裕高

余裕高を加味

余裕高を加味

計画高潮位

計画天端高



３ 高潮・波浪と津波に対する防護高の目安

現行計画との比較 （単位:T.P.[m]）

２７

③-1 富津市富津岬～富津市萩生
③-2 富津市萩生～富津市金谷

※赤枠内の数値は精査中であり、一部変更となる可能性があります【A.P.±0.0m＝T.P.-1.134m】

地
域
海
岸

現行計画（単位：T.P.〔ｍ〕） 本検討（単位：T.P.〔ｍ〕）

高潮・波浪 設計津波 海岸保全
施設等の
高さの目安

高潮・波浪 設計津波 海岸保全
施設等の
高さの目安
（案）

計画
高潮位

防護する
施設の高さ

対象
地震

設計
津波水位

計画
高潮位

防護する
施設の高さ

対象
地震

設計
津波水位

① 3.0~4.3 3.4~7.1 元禄 3.1 3.4~7.1 3.8~5.3 3.8~9.5 元禄 3.1 3.8~9.5

② 2.7~3.0 3.4~3.8 元禄 2.6 3.4~3.8 3.1~3.8 3.1~5.0 元禄 2.8 3.1~5.0

③
-1

1.9~2.1 3.9~4.5
2011
東北

3.3 3.9~4.5 2.7~3.0 2.7~7.6

2011
東北

3.6 3.6~7.6

③
-2

大正 3.9 3.9~7.6

④ 1.9 3.9~4.5 大正 3.7 3.9~4.5 2.4~2.7 2.4~7.5 大正 4.5 4.5~7.5

⑤ 1.9~2.2 4.0~5.0 大正 4.4 4.4~5.0 2.4~2.6 2.4~6.6 大正 4.1／4.6／5.4 4.1~6.6

⑥ 1.9 3.9~4.0 大正 4.9 4.9 2.3 2.3~5.4 大正 3.2 3.2~5.4

⑦ 1.9 3.9~4.0 大正 4.1 4.1 2.3 2.3~5.7 大正 3.3／4.4 3.3~5.7
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